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南
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東
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策
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別
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告

南
部･
東
部
地
域
振
興
対
策
特
別
委
員
会
に
お
け
る
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
並
び
に

審
査
の
経
過
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
五
月
の
委
員
会
設
置
以
来
、
南
部
・
東
部
地
域
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
県
内
の
実
情
を
含
め
、
各
般
に
わ
た
り
調
査
並
び
に
審
査
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
九
月
に
県
南
部
地
域
を
中
心
に
発
生
し
た
紀
伊
半
島
大
水
害
か

ら
の
「
集
中
復
旧
・
復
興
期
間
」
が
平
成
二
十
六
年
度
末
に
終
了
し
、
「
地
域
振

興
」
へ
と
ス
テ
ー
ジ
を
移
し
た
「
南
部
振
興
基
本
計
画
」
及
び
「
東
部
振
興
基
本

計
画
」
が
平
成
二
十
七
年
三
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
両
計
画
の
達
成
に
向
け
た

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
の
報
告
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
ず
、
初
度
委
員
会
に
お
い
て
は
、
地
域
振
興
策
、
林
業
振
興
策
、
道
路
の
基

盤
整
備
等
の
主
要
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
十
津
川
村
か
ら
産
出

さ
れ
る
木
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
販
路
の
開
拓
を
進
め
る
よ
う

に
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
八
月
五
日
に
は
県
内
調
査
と
し
て
、｢

株
式
会
社
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
奈

良｣

で
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
を
通
じ
た
林
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
そ
し

て
、
「
下
市
木
工
舎

市

ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
」
で
は
吉
野
杉
を
活
用
し
た
家
具
作
り
に
よ

る
地
域
お
こ
し
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
、
南
部
地
域
の
振
興
を
図
る
施
策
の
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
九
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
提
出
予
定
議
案
の
他
、
「
奈
良
県
過
疎
地
域

自
立
促
進
方
針
」
等
の
策
定
に
か
か
る
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
土
砂
災
害
地

域
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
活
用
し
た
災
害
時
の
避
難
方
法
の
検
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討
、
道
路
整
備
の
積
極
的
な
推
進
、
落
石
に
よ
る
道
路
災
害
の
未
然
防
止
な
ど
の

質
疑
が
行
わ
れ
、
「
奈
良
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
方
針
」
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

関
係
市
町
村
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
る
よ
う
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
提
出
予
定
議
案
の
説
明
を
受
け
る
と
と

も
に
、
南
部
・
東
部
地
域
に
お
け
る
観
光
客
・
宿
泊
者
数
の
増
加
に
向
け
た
取
り

組
み
、
鳥
獣
被
害
対
策
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
委
員
間
討
議
で
は
、
南
部･

東
部
地
域
に
お
け
る
特
色
あ
る
食
と
宿

泊
施
設
等
に
か
か
る
情
報
発
信
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
、
二
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
提
出
予
定
議
案
の
次
年
度
当
初
予
算
案
を

は
じ
め
、
南
部
・
東
部
地
域
の
振
興
に
係
る
取
組
状
況
な
ど
の
報
告
を
受
け
る
と

と
も
に
、
「
路
線
バ
ス
運
賃
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
効
果
、
次
年

度
の
新
規
事
業
の
「
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
奥
大
和
生
活
支
援
事
業
」
の
実
施

内
容
、
観
光
資
源
と
な
る
地
域
資
源
の
発
見
と
創
出
に
か
か
る
取
り
組
み
内
容
な

ど
、
各
般
に
わ
た
り
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
委
員
間
討
議
で
は
、
南
部
地
域
か
ら
産
出
さ
れ
る
木
材
の
ブ
ラ
ン

ド
化
や
販
路
拡
大
、
南
部
・
東
部
地
域
に
お
け
る
更
な
る
宿
泊
客
の
誘
客
に
つ
い

て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
、
以
下
、
四
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
要
望
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

一

南
部
・
東
部
地
域
の
宿
泊
観
光
客
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
な

ど
の
業
態
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
宿
泊
施
設
へ
の
き
め
細
や
か
な
支
援
に

取
り
組
ま
れ
た
い
こ
と
。

ま
た
、
特
色
あ
る
郷
土
料
理
や
宿
泊
施
設
に
関
す
る
情
報
発
信
と
と
も
に
、
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観
光
資
源
と
な
る
地
域
の
魅
力
の
創
出
に
引
き
続
き
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。

一

南
部
・
東
部
地
域
に
お
け
る
道
路
整
備
は
鋭
意
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

遅
れ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
へ
の
積
極
的
な
働

き
か
け
を
行
い
、
整
備
の
促
進
を
図
ら
れ
た
い
こ
と
。

一

土
砂
災
害
地
域
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
奈
良
県
深
層
崩
壊

マ
ッ
プ
を
活
用
し
積
極
的
な
災
害
防
除
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
関
係
市

町
村
と
連
携
・
協
力
の
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。

ま
た
、
落
石
に
よ
る
道
路
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
積
極
的
な
道
路

の
点
検
に
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。

一

獣
害
対
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
頭
数

の
適
正
化
の
実
現
に
向
け
て
、
効
果
的
な
捕
獲
を
行
う
と
と
も
に
、
農
地
へ
の

侵
入
防
止
柵
の
設
置
に
あ
た
り
、
特
段
の
配
慮
を
さ
れ
た
い
こ
と
。

な
お
、
今
後
も
、
当
委
員
会
に
お
い
て
は
、
南
部
・
東
部
地
域
の
振
興
に
あ
た

り
、
「
南
部
振
興
基
本
計
画
」
及
び
「
東
部
振
興
基
本
計
画
」
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
慎
重
に
審
議
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
申
し
上
げ
て
中
間
報
告
と
い
た
し
ま
す
。


